
研究背景
〇臨地実習は、看護師を目指す学生が必要な知識と技術を

習得するために必須の学習である。

〇坂本ら1)が報告するように、実習において満足が得られれ

ば学生は心理的にwell-beingな影響を受けることが出来る。

しかし学生は実習において実際の患者や看護師と接する事
や経験したことの無い記録の作成など困難なイメージがある。

実習による有益な効果をもたらす要因についてまとめられて
いる報告は少ない。

研究目的

実習において学生にもたらす有益な効果の要因を
明らかにし、学生が実習に前向きに取り組めるよう
になるための心の準備方法の示唆を得る。

・学生は実習の意義を知り、前向きに実習に臨める

・実習に対してだけでなく、その後の学習や、卒業後看護職

として働くということに対する意欲の向上

用語の定義

意欲や、主体性、達成感、充実感、
自己効力感、看護師になりたいという
気持ちの高まりといった
学生が実習により得られる前向きな感情

有益な効果

調査方法 （研究対象）

医中誌web版にて、キーワード

「学生」「実習」「自己効力」（371件ヒット）

「学生」「実習」「意欲」（725件ヒット）

この中から「ストレス」や「不安」に焦点を当てた

ものを除き、有益な効果に焦点を当てて述べら

れている6つの文献を対象とした。

調査方法（分析方法、倫理的配慮）
【データ分析方法】（グレッグ2）らの方法を参考に）

対象の6つの文献を繰り返し読み、「実習が及ぼす有益な効果」を
含んだ文脈を抽出➡抽出した文脈を意味内容が変わらないように
コード化➡相違点と共通点に着目してサブカテゴリ化➡さらに抽象度
を上げて集まった集団にふさわしい名前を当てカテゴリ化する。

【倫理的配慮】

本研究では先行研究に基づく研究であり、著作権の範囲以内で
複写を行い、出典を明示し、その引用方法に留意し、論文中の
表記方法に従う。

結果 〈124のコード、20のサブカテゴリ―、4のカテゴリー〉
カテゴリー サブカテゴリー（コード数）

患者や家族との関わり

自分の行動を工夫することで患者の役に立った（10） 患者・家族からの感謝の言葉をもらった（5）

看護対象者の違いや変化、手術前後の観察の変化に学ぶ楽し
さがあった（3） 患者が心を開いてくれた（3）

患者さんと関わることが楽しかった（2） 患者の回復する様子が嬉しかった（1）

看護師や指導者、
教員からの学生を思う

実践的な指導

看護師や指導者、教員が具体的で実践的な指導をしてくれた
（28）

看護師や指導者、教員から学生を認める言葉があった
（13）

看護師・指導者・教員が時に厳しくも、学生を思う指導をしてくれ
た（16） 看護師の行動や姿、技が参考・手本となった（7）

看護師が学生に対して温かみをもって接してくれた（5） 看護師が学生の主体性を尊重した指導をしてくれた（3）

自己成長や意欲の
高まりの実感

臨床の現場を見たことで覚悟や気合が入りモチベーションが上
がった（5）

実習の学びにおいて自己の成長に繋がったことを実感
した（7）

自分で工夫することでモチベーションアップした（3） 看護師の仕事にやりがいや可能性を感じた（3）

以前出来なかったことができるようになった（3） 自分に自信が持てた（3）

自分自身のコントロールや学生同
士によるお互いを高め合う刺激

学生同士でモチベーションを高め合うことができた（3）

実習において自分の生活の工夫をしメンタル面のコントロールをした（1）

考察

１.実習中に関わる人々による影響

２.看護者からの指導

３.自己の意識の変化

〇患者・看護師・教員が学生を受け入れ温かく接する ➡緊張が緩和、安心して学習を進めていける
〇自分一人だけで抱え込まず、学生同士で様々な気持ちを共有する➡お互いに高め合う
〇自分の行動により患者が良い方向に変化したと実感➡達成感や看護のやりがい、充実感の獲得

考察
１.実習中に関わる人々による影響 【患者や家族との関り】 【看護師や指導者、教員からの学生を思う実践的な指導】

【自分自身のコントロールや学生同士によるお互いを高め合う刺激】

患者や看護者と接することに対して大きな不安や緊張を抱きやすく、コミュニケーションにも大きく影響を及ぼす。

➢人々との関わりの中で、患者や看護師が温かく接してくれること、学生同士で気持ちを共有すること、

患者が良い方向に変化することを実感することで学生は安心感や意欲の向上といった有益な効果

を感じる。

考察
２.看護者からの指導 【看護師や指導者、教員からの学生を思う実践的な指導】

村岡ら5）は学生は実習中に教員に自分自身を認めてもらえること、
学生が困っているときに助けてもらえたことが、実習中の満足度に
影響していると明らかにしている。

➢看護師や教員から十分に指導を受ける機会があること、指導により

実習における疑問を解決できると感じることで有益な効果を得られる。

〇学生は看護師からの具体的な指導を受けることや、看護師の姿を見る
➡学びを習得し、実習における充実感や意欲の向上

考察
３.自己の意識の変化 【自分自身のコントロールや学生同士によるお互いを高め合う刺激】

土井ら6）の研究でもモデルとなる看護師との出会いや看護できた実感を持てた
ことで学生の看護師として働きたいという思いが高まる事が明らかにされている。

〇自分の成長や意欲の向上の実感
➡さらなる意欲の向上や、充実感、看護師になりたいという気持ちの向上

〇自分で工夫して生活を送り、精神面をコントロール
➡気持ちや生活に余裕が生まれ、より実習に集中して取り組むことができる

学生の心の準備方法の示唆

①患者や看護者、教員は温かく学生を受け入れてくれるため

対人関係に大きな不安を抱きすぎないようにする。

②実習を行う上で生じる精神的な苦痛や疑問は一人で抱え込まず、

学生同士で共有したり、看護者や教員に相談し指導をもらう

など、他者の力を借りることが重要である。
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